
『死闘!! 峰山観測所極軸合わせ!!』
田中直樹

何かバトル物の少年漫画のサブタイみたいですが、実際そのまんまの状況だった。

それは先日の事。

とある事情で天体写真が必要になったので、天体写真の地産地消を行なう為、

峰山観測所へ。

が、しかし、やはりと言いますか何と言いますか、EM-200の極軸ズレの為ノータッチ 30
秒露出すら出来なかった。「こないだ見たときは割と極軸合ってたっぽいから、1～2分
（最悪 30秒）くらいはギリ露出できるだろう。380mm（VSD100F3.8）だし。」と思って

オートガイダーも持ってこなかったら、完全に甘かった。

そこで、現地で突貫ながら極軸を合わせる事に。

目標はVSDで 2分露出!!（せめて 30秒）

しかし十字線アイピースなど持っている訳も無く、WEBで十字線アイピース無しで出来

る極軸調整法を探す事に。スマホ万歳!!

で、『ドリフト法 極軸』で 2番目にヒットしたこの記事を参考にすることに。

～ＮＧＣの補正板の向こうに@Q21～

『改良ドリフト法による極軸調整法』

（http://blogs.yahoo.co.jp/qff01360/24855084.html）

記事を読んでみますと、どうやら「デジカメで撮影中にコントローラーで赤経軸を東西に

動かす事で出来る星像（光跡）から極軸のズレを読み取る」手法らしい。

何か頑張れば出来そうな気がする・・・。

ところで、EM-200コントローラーの「東西南北」方向ってそれぞれどっちの事よ。

「天の赤道付近」ってどの辺だ？ｗ

と、四苦八苦しながら夜半過ぎ（大体4～5時間くらい？）まで頑張るも、結局まともに

追尾できていないのは相変わらず。うーむ、結構記事どおりに追い込めているはずなのだ

が。と、赤道儀触ったら超グラグラ。

あ、極軸の向き合わすときに緩めた赤道儀の固定ネジ締めるの忘れてたわ・・・。

※ここで気力尽きる。

【意見具申】

一度、理論武装の上真面目に赤道儀の極軸合わせをした方が良いでしょう。

が、残念ながら僕は心が折れました。（他力本願）

多分、今のままではオートガイドを使っても追尾は結構怪しいかと。

追伸：必要だった天体写真は後日改めて、自分の機材で撮影しました。

http://blogs.yahoo.co.jp/qff01360/24855084.html

